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Cefotiam hexetilの 臨床 的検 討

大山 馨

富山県立中央病院*

新 しく経 口用エステル型cephem系 抗 生剤 として開発 されたcefotiam hexeti1を15例

の呼吸器感染症に投与 し次の様な結果 を得た。

1. 臨床成績

扁桃炎1例,慢 性気管支炎の急性増悪10例,気 管支拡張症3例,肺 炎1例 を含む15例

の呼吸器感染症で検討 し著効2例,有 効12例,や や有効1例 で有効率 は93.3%で あ った。

2. 副 作用

臨床的な副作用はみられなか ったが,臨 床検査値異常 として1例 にGOT, GPT, Al-p,

γ-GTPの 軽度上昇,1例 にGOT,GPTの 軽度上昇がみ られた。
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注射用セファロスポリンcefotiam (CTM)の1-cyclo-

hexyloxycarbonyloxyethyl基 によるエステル化で作 ら

れたcefotiam hexetil (CTM-HE, SCE-2174)は,経

口投与により小腸壁においてエステル部分が加水分解を

受け,血 中では親化合物CTMと して抗菌活性を発揮す

ると考えられる1)。

今回このCTM-HEを 臨床的に使用する機会をえた

ので15例 の呼吸器感染症に本剤を投与 しその臨床効果

と副作用および有用性について検討した。

I. 臨 床 成 績

1. 対 象

昭和61年6月 から昭和61年12月 までに当院 を

訪れた内科系感染症のうち呼吸器感染症15例 で,そ

の内訳は扁桃炎1例,慢 性気管支炎の急性増悪10

例,気 管支拡張症3例,肺 炎1例 であった。

対象の性別は男5例,女10例 で 年齢の分布 は33

歳 から81歳 におよんでいた。

2. 投与 方法および投与量

CTM-HEの1回 投与量は100mg, 200mg, 400

mgの3つ の群に分けたが,投 与回数 は1日3回 と

した。投与期間は7日 か ら14日 にお よび,総 投与量

の最高は8.4gで あ った。

3. 効果判定

効果判定 は前報2)の 抗菌剤投与判定時に行なった

ものを基準 として,臨 床効果 と細菌学的効果を併せ

た総 合 判 定 に 従 っ て,著 効(Excellent),有 効

(Good),や や 有効(Fair),無 効(Poor)と した。

4. 成 績

治療対象者,CTM-HEの 投与量,病 巣分離菌,

治 療効果および副作用 についてはTable1に 一括表

示 した。また投与量 と総合効果についてはTable2

に総括 した。

それにより呼吸器感染症の疾患別効果についてみ

ると扁桃炎の1例 は有効,慢 性気管支炎10例 中著効

1,有 効8,や や有効1例,気 管支拡張症の3例 はい

ずれ も有効,肺 炎の1例 は著効で,対 象15例 中有効

以上は14例(93.3%)で あった。

一方投与量別効果についてみると1日300mg投

与群 は,1日600mg,1200mg投 与群に比較して効

果は劣っていた。

5. 副 作 用

CTM-HE投 与症例について一般状態,尿,血 液

一般検査
,肝 機能,腎 機能検査等 を経過 と共に観察

した。その結果血液一般検査はTable3に 血液生化

学検査 の一部 とクームス反応の結果はTable4に ま

とめた。結果は一般症状の上での副作用はみられな

かったが,症 例3に おいてはGOT, GPT, Al-P,

γ-GTP (154U→467U)の 軽度上昇,症 例4に おい

てはGOT,GPTの 軽度上昇がみられたが,本 剤の
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Table 2 Clinical efficacy of cefotiam hexetil

Table 3 Laboratory findings (No.1)

B : Before, A : After
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Table 4 Laboratory findings (No.2)

B : Before, A : After

投与終了後1週 で正常範囲に回復 していた。

II. 考 察

Cefotiamhexetil(CTM-HE)は 経 口投与 を行っ

た際には,小 腸壁においてエステル部分が加水分解

を受け,血 中ではcefotiam(CTM)と して抗菌活

性を発揮すると考えられる。従ってCTMの 適 応感

染症に対 しては充分の効果が期待 され る。

今回は扁桃炎1,慢 性気管支炎の急性増悪10,気

管支拡張症3,肺 炎1の 計15例 の 呼吸器感染症に本

剤を投与 した。対象者は中等症以下の感染症患者で

あったが14例(93.3%)に 有 効以上の成績がえられ

た。この中やや有効の1例 は1日300mg投 与 の症

例であったので,本 剤は1日600mg以 上 の方が充

分の効果の期待できる投与量と考 えた。

一方副作用 としては検査値異常 としてGOT
,

GPT, Al-p, γ-GTPの 軽 度上昇1例,GOT, GPT

の軽度上昇1例 をみたのみであったが,い ずれ も本

剤投与終了後1週 で正常範囲に回復 していた。
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CLINICAL STUDY IN CEFOTIAM HEXETIL 

K.AoRU OYAMA 

Department of Internal Medicine, Toyama Prefectural Central Hospital, 220 Nishinagae, Toyama 930, Japan 

The author reports the results of a clinical investigation of cefotiam hexetil (CTM-HE), a new ester 
-bond compound of cefotiam . 

Clinical evaluation was carried out in 15 patients with respiratory tract infections, including 1 with 

tonsillitis, 10 with chronic bronchitis, 3 with bronchiectasis, and 1 with pneumonia. Response was 

excellent in 2 and good in 12 patients (the efficacy rate being 93.3%). 

As a side effect GOT, GPT, Al-P and ƒÁ-GTP were elevated in one case and GOT and GPT were 

elevated in another, but the adverse reactions disappeared within one week following discontinuance 

of administration.


